
賀茂地域住民の意識調査結果

（一社）伊豆半島創造研究所

令和元年度 静岡県委託事業 「賀茂地域住民アンケート調査委託」

令和 2 年 3 月



1

賀茂地域の住民意識調査 目次

はじめに

１ 背景・目的 -------------------------------------------P2

第１章 賀茂地域の現状

１ 賀茂地域の人口動態 ---------------------------------P3～11

２ 産業の状況 ------------------------------------------P12～22

３ 社会基盤整備状況 -------------------------------------P23～27

第２章 賀茂地域住民アンケート

１ 学生アンケート-----------------------P28～39

２ 一般向けアンケート----------------------P40～50

３ 考察 ---------P51～53

おわりに-------------------------------------------P54

資料編

① 業務スケジュール

② 学生アンケート

③ 学生アンケート依頼文

④ 学生アンケート配布先一覧

⑤ 学生アンケート付属資料

⑥ 一般向けアンケート

⑦ 資料編一般向けアンケート依頼文

⑧ 伊豆新聞記事 2020.1.8

⑨ 新成人アンケート（賀茂地域局）

⑩ 新成人アンケートまとめ資料（賀茂地域局）



2

はじめに

静岡県賀茂地域（下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町）

は、引き続き人口減少や少子高齢化等の課題に直面しており、今後、更に深刻

化していくことが予想されている。

一方で、１５年から２０年後には、伊豆縦貫自動車道の全線開通が見込まれ

ていることは、明るい材料としてとらえることができる。

このような状況を踏まえて、賀茂地域に暮らす幅広い年齢層から意見を抽出

し、賀茂地域の未来を考える材料とする為、平成 28 年度に賀茂地域の将来像策

定業務を行った。

平成28年度には、学生アンケート及び各市町でのワークショップを行い「Work

Like Balance が自慢の賀茂地域」を将来像として取りまとめた。

今年度、平成 28 年度に小学校、中学校の最高学年だった生徒がそれぞれ進級

し、また最高学年になった為、再びアンケートを行い、意識の変化を追う。

学生アンケート終了後、一部分析結果を公表しながら一般住民向けアンケー

トを行う。

さらに新成人アンケートの結果を含めて分析する。

１ 背景・目的
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第１章 賀茂地域の現状

（１）人口の推移

賀茂地域の人口は、平成２年は 89,080 人であったが、令和元年には、28,057 人

減少し、61,023 人となり、平成２年比で 68.5％となっている。

また、世帯数は平成２年比 93.4％に減少しているが、人口減少に比べて減少率は

低くなっているが、一世帯あたりの人数は、平成２年の 2.96 人対して、令和元

年は 2.17 人まで減少している。注目すべきは、河津町においては、104.9％と増

加している点である。

１ 賀茂地域の人口動態

＜人口及び世帯数の推移＞ 上段：人口（人） 下段：世帯数（世帯）

市町名
1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 2019 年 対比 （％）

(平成 2 年) (平成 7 年) (平成 12 年) (平成 17 年) (平成 22 年) (平成 27 年) (令和元年) 19/90 19/15

下田市
30,081 29,103 27,798 26,557 25,013 22,916 21,015 69.9 91.7

10,911 11,075 11,119 10,917 10,794 10,397 9,943 91.1 95.6

東伊豆町
16,719 16,741 15,807 15,165 14,064 12,624 11,685 69.9 92.6

5,698 6,086 6,010 5,959 5,988 5,620 5,630 98.8 100.2

河津町
9,118 9,036 8,705 8,303 7,998 7,303 6,874 75.4 94.1

2,817 2,996 3,024 3,022 3,029 2,919 2,955 104.9 101.2

南伊豆町
11,200 10,725 10,304 10,003 9,516 8,524 7,934 70.8 93.1

3,503 3,632 3,675 3,728 3,710 3,435 3,377 96.4 98.3

松崎町
9,266 8,841 8,515 8,104 7,653 6,837 6,200 66.9 90.7

2,965 2,973 2,980 2,986 3,018 2,832 2,762 93.2 97.5

西伊豆町
12,696 11,983 11,268 10,372 9,469 8,234 7,315 57.6 88.8

4,222 4,328 4,383 4,204 4,030 3,673 3,473 82.3 94.6

賀茂地域

計

89,080 86,429 82,397 78,504 73,713 66,438 61,023 68.5 91.8

30,116 31,090 31,191 30,816 30,569 28,876 28,140 93.4 97.5

県計
3,670,840 3,737,689 3,767,393 3,792,377 3,765,007 3,700,305 3,639,226 99.1 98.3

1,117,693 1,204,189 1,280,984 1,353,578 1,399,140 1,429,600 1,486,113 133.0 104.0

資料：平成２年、７年、１２年、１７年、２２年、２７年は国勢調査、令和元年は「静岡県推計人口月報」（各年１０月１日）
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（２）人口動態

社会移動の状況を見ると、増減率は県全体では増加になったが、賀茂地域では変

わらず減少している。河津町では、増加している。

令和２年の賀茂地域の出生数は、247 人であり、逓減傾向に変化はないと思われ

る。東伊豆町では、平成 27 年と比べると１名多くなっている。

＜人口動態（令和２年２月 1日現在）＞ （単位：人、％）

市町名
人口

増減数
増減率 自然 自然 社会 社会

2019/2/1 2020/2/1 (%) 増減数 増減率 増減数 増減率

下田市 21,399 20,900 ▲ 499 ▲ 2.33 ▲ 303 ▲ 1.42 ▲ 239 ▲ 1.12

東伊豆町 11,839 11,680 ▲ 159 ▲ 1.34 ▲ 208 ▲ 1.76 ▲ 31 ▲ 0.26

河津町 6,935 6,864 ▲ 71 ▲ 1.02 ▲ 122 ▲ 1.76 17 0.25

南伊豆町 8,039 7,887 ▲ 152 ▲ 1.89 ▲ 147 ▲ 1.83 ▲ 24 ▲ 0.30

松崎町 6,333 6,159 ▲ 174 ▲ 2.75 ▲ 113 ▲ 1.78 ▲ 83 ▲ 1.31

西伊豆町 7,483 7,290 ▲ 193 ▲ 2.58 ▲ 178 ▲ 2.38 ▲ 64 ▲ 0.86

賀茂地域計 62,028 60,780 ▲ 1,248 ▲ 2.01 ▲ 1,071 ▲ 1.73 ▲ 424 ▲ 0.68

県計 3,651,912 3,636,011 ▲ 15,901 ▲ 0.44 ▲ 20,527 ▲ 0.56 112 0.00

※増減数は、令和元年 2月 1日から令和２年 1月 31 日まで

出典：「市区町別推計人口動態表」県経営管理部統計調査課
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＜出生数の推移＞ （単位：人、％）

市町名
1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 2020 年 対 比(%)

(平成 2年) (平成 7年) (平成 12年) (平成 17年) (平成 22年) (平成 27年) (令和 2 年) 20/90 20/15

下田市 245 225 211 176 143 114 84 34.3 73.7

東伊豆町 126 163 107 84 56 43 44 34.9 102.3

河津町 72 51 58 59 57 46 39 54.2 84.8

南伊豆町 89 76 67 53 42 42 35 39.3 83.3

松崎町 78 57 64 41 39 29 22 28.2 75.9

西伊豆町 74 73 69 65 44 24 23 31.1 95.8

賀茂地域計 684 645 576 478 381 298 247 36.1 82.9

県計 37,045 35,345 35,794 31,908 31,896 29,254 26,334 71.1 90.0

出典：2015 年までは、「静岡県統計年鑑」

2020 年は、「市区町別推計人口動態(2019/2/1～2020/1/31)」による。
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（３）高齢化の状況

高齢化の状況については、令和元年の県全体の高齢化率は 29.7％となっているが、

賀茂地域の高齢化率は 45.6％と非常に高く、県全体で年々増加している。西伊豆

町では、51.0％と半数を超えている。

＜高齢者人口・高齢化率の推移＞

上段：高齢者人口（人）、下段：高齢化率（％）

市町名
2010 年 2012 年 2014 年 2016 年 2018年 2019年

(平成 22 年) (平成 24 年) (平成 26 年) (平成 28 年) (平成 30 年) (令和元年)

下田市
8,206 8,305 8,731 8,912 8,853 8,835

32.3 33.6 36.6 38.9 40.4 42.0

東伊豆町
4,631 4,728 5,083 5,351 5,428 5,566

32.5 34.1 38 41.4 43.7 47.6

河津町
2,694 2,701 2,876 2,988 3,025 2,945

32.9 33.7 36.8 39.4 41.2 42.8

南伊豆町
3,470 3,440 3,639 3,749 3,795 3,796

36 36.9 40.5 42.9 44.9 47.8

松崎町
2,916 2,901 2,962 3,026 3,025 2,949

36.1 37.5 40.1 42.7 44.7 47.6

西伊豆町
3,944 3,863 3,981 4,015 3,934 3,727

39.4 40.4 43.9 46.8 48.7 51.0

賀茂地域計
25,861 25,938 27,272 28,041 28,060 27,818

34.2 35.4 38.7 41.3 43.2 45.6

県計
887,575 911,965 981,071 1,036,390 1,070,197 1,080,336

23 23.8 25.9 27.6 28.7 29.7

出典：「高齢化福祉行政の基礎調査」静岡県健康福祉部長寿政策課（平成 30 年までは各年４月１日現在）

2019 年は、静岡県年齢別人口推計(2019 年 10 月 1 日現在)
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（４）人口の将来推計（賀茂地域の 10～20 年後の姿）

国立社会保障・人口問題研究所が行った将来推計（平成 30 年３月）によると、

賀茂地域の2015年の推計人口66,438人に対して2030年の推計人口は47,463人、

2045 年の推計人口は 31,481 人となっており、2015 年を 100 とした場合 2030 年

で 71.4％、2045 年では 47.4％と半分以下にまで減少すると予想されている。

人口の減少に加え、高齢化率も 2015 年の 41.8％から 2030 年には 49.4％、2045

年には 56.4％に上がり、実に半数以上が 65 歳以上の高齢者になると予想されて

いる。
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＜人口の将来推計＞ （単位：人）

区 分 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

指数(％:2015 年

=100)

2030 年 2045 年

下田市 22,916 20,731 18,554 16,445 14,401 12,495 10,767 71.8 47.0

東伊豆町 12,624 11,261 9,930 8,648 7,429 6,288 5,255 68.5 41.6

河津町 7,303 6,575 5,969 5,392 4,839 4,305 3,828 73.8 52.4

南伊豆町 8,524 7,878 7,262 6,668 6,077 5,503 4,959 78.2 58.2

松崎町 6,837 6,250 5,721 5,218 4,720 4,249 3,820 76.3 55.9

西伊豆町 8,234 7,084 6,031 5,092 4,255 3,499 2,852 61.8 34.6

賀茂地域計 66,438 59,779 53,467 47,463 41,721 36,339 31,481 71.4 47.4

県計 3,700,305 3,615,586 3,506,064 3,380,104 3,241,803 3,094,264 2,942,865 91.3 79.5

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成３０年３月推計）」
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＜将来高齢者(65 歳以上)人口推計＞ 上段：高齢者数（人）、下段：高齢化率（％）

区 分 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

指数(％:2015 年

=100)

2030 年 2045 年

下田市
8,938 8,802 8,313 7,754 7,195 6,752 6,031 86.8 67.5

39.0 42.5 44.8 47.2 50.0 54.0 56.0 120.9 143.6

東伊豆町
5,353 5,400 5,016 4,630 4,347 4,024 3,501 86.5 65.4

42.4 48.0 50.5 53.5 58.5 64.0 66.6 126.3 157.1

河津町
2,910 2,924 2,722 2,513 2,330 2,170 1,961 86.4 67.4

39.8 44.5 45.6 46.6 48.2 50.4 51.2 117.0 128.6

南伊豆町
3,744 3,728 3,492 3,174 2,968 2,816 2,538 84.8 67.8

54.8 59.6 61.0 60.8 62.9 66.3 66.4 111.1 121.3

松崎町
2,952 2,900 2,746 2,525 2,315 2,119 1,923 85.5 65.1

43.2 46.4 48.0 48.4 49.0 49.9 50.3 112.1 116.6

西伊豆町
3,907 3,693 3,261 2,833 2,459 2,153 1,814 72.5 46.4

47.4 52.1 54.1 55.6 57.8 61.5 63.6 117.3 134.0

賀茂地域

計

27,804 27,447 25,550 23,429 21,614 20,034 17,768 84.3 63.9

41.8 45.9 47.8 49.4 51.8 55.1 56.4 118.0 134.9

県計
1,028,898 1,100,280 1,118,938 1,124,828 1,133,612 1,160,801 1,143,423 109.3 111.1

27.8 30.4 31.9 33.3 35.0 37.5 38.9 119.7 139.7

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成３０年３月推計）」をもとに加工
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（１）事業所、従業者の状況

賀茂地域の事業所数について、平成28年に4,959事業所と平成18年比で75.1％、

従業者数も 27,499 人と平成 18 年比で 77.0％となっており、いずれも県全体よ

りも減少率は大きい。また、事業所のうち宿泊業、飲食サービス業に係るものに

ついては、平成 28 年に 1,291 事業所と平成 18 年比で 71.2％、従業者数も 7,851

人と平成18年比で80.1％となっており、こちらも県全体よりも減少率は大きい。

２ 産業の状況

＜事業所、従業者の推移（全産業）＞

上段：事業所数（事業所）、下段：従業者数（人）

市町名
2006 年 2009 年 2012 年 2014 年 2016 年 対比(%)

(平成 18 年) (平成 21 年) (平成 24 年) (平成 26 年) (平成 28 年) 28/18

下田市
2,420 2,452 2,145 2,128 1,928 79.7%

13,631 14,259 11,197 12,569 10,911 80.0%

東伊豆町
1,032 1,014 871 839 770 74.6%

6,852 7,174 5,793 5,822 5,263 76.8%

河津町
707 686 595 585 527 74.5%

3,444 3,589 3,004 3,177 2,881 83.7%

南伊豆町
841 818 701 661 607 72.2%

3,735 3,943 3,165 3,157 2,883 77.2%

松崎町
750 711 602 619 534 71.2%

3,233 3,253 2,653 2,869 2,227 68.9%

西伊豆町
851 801 679 649 593 69.7%

4,810 4,693 3,856 3,589 3,334 69.3%

賀茂地域計
6,601 6,482 5,593 5,481 4,959 75.1%

35,705 36,911 29,668 31,183 27,499 77.0%

県計
191,673 202,540 184,470 185,519 174,850 91.2%

1,825,065 1,933,029 1,736,157 1,857,811 1,712,983 93.9%

（注）事業所数には、事業内容等不詳を含む

出典：「平成 18 年事業所・企業統計調査」、「平成 21 年経済センサス-基礎調査」

「平成 24 年経済センサス-活動調査」、「平成 26 年経済センサス-基礎調査」

「平成 28年経済センサス-基礎調査」
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(２)産業別従業者の状況

産業別従業者数は、全体として前述したとおり就業者数は逓減している。

特に農林水産業の第 1次産業就業者数が、平成 21 年の 526 人から平成 28 年の 293

人と 43.3％も減少している。ほとんどが 2009 年比減だが、林業のみ増加している。

これに伴い、賀茂地域の主産業である観光関係が含まれている第３次産業の比率

が平成 21 年の 83.9％から平成 28年の 85.8％まで徐々に高くなっている。

＜賀茂地域の産業別従業者数の推移＞

（人）

分類
2009 年 2012 年 2014 年 2016 年 2016/2009

(平成 21 年) (平成 24 年) (平成 26 年) (平成 28 年) 増減 ％

第 1次産業 526 1.5% 413 1.4% 403 1.4% 293 1.1% ▲ 233 55.7%

うち農業 156 0.5% 101 0.3% 84 0.3% 97 0.4% ▲ 59 62.2%

うち林業 63 0.2% 93 0.3% 107 0.4% 72 0.3% 9 114.3%

うち水産業 307 0.9% 219 0.7% 212 0.7% 124 0.5% ▲ 183 40.4%

第 2次産業 4,947 14.5% 4,419 14.9% 3,756 13.3% 3,615 13.1% ▲ 1,332 73.1%

うち建設業 3,187 9.4% 2,708 9.1% 2,336 8.2% 2,296 8.3% ▲ 891 72.0%

うち製造業 1,735 5.1% 1,688 5.7% 1,420 5.0% 1,319 4.8% ▲ 416 76.0%

第 3次産業 28,542 83.9% 24,836 83.7% 24,176 85.3% 23,591 85.8% ▲ 4,951 82.7%

うち宿泊・飲食業 9,491 27.9% 8,226 27.7% 7,684 27.1% 7,851 28.6% ▲ 1,640 82.7%

賀茂地域計 34,015 100.0% 29,668 100.0% 28,335 100.0% 27,499 100.0% ▲ 6,516 80.8%

出典：「平成 21 年経済センサス基礎 調査」「平成 24 年経済センサス-活動調査」

「平成 26 年経済センサス基礎 調査」「平成 28 年経済センサス-活動調査」

(注)：民営事業所（公務を除く）・・・第 2次産業には「鉱業等」が含まれるが、賀茂地域に事業所がないため表示をしていない。
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※宿泊業、飲食サービス業の従業者数に関しては、平成 26 年より若干ではあるが増

加している。市町別には、下田、河津、南伊豆にて増加している。

＜事業所、従業者の推移（宿泊業，飲食サービス業）＞

上段：事業所数（事業所）、下段：従業者数(人)

市町名
2006 年 2009 年 2012 年 2014 年 2016 年 対比(%)

(平成 18 年) (平成 21 年) (平成 24 年) (平成 26 年) (平成 28 年) 28/18

下田市
689 652 521 546 515 74.7%

3,422 3,153 2,723 2,793 2,896 84.6%

東伊豆町
237 224 191 180 169 71.3%

2,374 2,574 2,053 1,970 1,927 81.2%

河津町
199 181 157 152 142 71.4%

872 809 749 708 807 92.5%

南伊豆町
278 262 227 208 200 71.9%

1,095 1,036 1,023 801 852 77.8%

松崎町
225 187 160 161 138 61.3%

803 766 655 676 531 66.1%

西伊豆町
185 176 146 137 127 68.6%

1,240 1,234 1,023 887 838 67.6%

賀茂地域計
1,813 1,682 1,402 1,384 1,291 71.2%

9,806 9,572 8,226 7,835 7,851 80.1%

県計
25,479 24,761 22,718 23,158 21,959 86.2%

151,134 175,220 164,665 166,234 160,459 106.2%

出典：「平成 18 年事業所・企業統計調査」、「平成 21 年経済センサス-基礎調査」、

「平成 24 年経済センサス-活動調査」、「平成 26 年経済センサス-基礎調査」

「平成 28年経済センサス-基礎調査」
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（３）観光業の状況

観光交流客数は、平成 20 年のリーマンショック以降減り続け、さらに平成 23

年に発生した東日本大震災の影響により一時的に大幅に落ち込んだ。翌年以降若

干増加に転じたものの、減少傾向は続いている。

宿泊客数については、観光交流客数と同様に、リーマンショック以降減少したが、

ここ数年は 250 万人前後で推移している。

市町別にみると、平成 30 年は平成 26 年と比較して、下田市では観光交

流客数が減少しているが、宿泊客数は増加に転じている。逆に河津町、南

伊豆町では、観光交流客数が増加しているが、宿泊数は減少している。松

崎町においては、観光交流客数、宿泊数とも若干ではあるが増加している。

＜観光交流客数、宿泊者数の推移＞

上段：観光交流客数（人）、下段：宿泊客数（人）

市町名
2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 対比(％)

(平成 26 年) (平成 27 年) (平成 28 年) (平成 29 年) (平成 30 年) 18/14 18/17

下田市
2,928,786 2,904,343 2,909,577 2,834,139 2,738,342 93.5% 96.6%

932,868 962,099 962,106 964,389 1,004,110 107.6% 104.1%

東伊豆町
1,546,266 1,587,531 1,585,256 1,577,915 1,474,871 95.4% 93.5%

832,859 813,313 806,657 791,597 745,450 89.5% 94.2%

河津町
1,464,380 1,521,621 1,529,694 1,530,242 1,573,770 107.5% 102.8%

189,100 191,901 186,207 182,265 175,189 92.6% 96.1%

南伊豆町
725,460 698,202 724,454 895,545 899,839 124.0% 100.5%

210,122 211,343 209,005 203,336 193,577 92.1% 95.2%

松崎町
330,182 310,228 321,312 329,703 331,854 100.5% 100.7%

89,356 94,904 101,932 97,032 92,259 103.2% 95.1%

西伊豆町
861,832 810,483 794,901 781,849 728,411 84.5% 93.2%

286,371 274,892 271,066 261,946 250,389 87.4% 95.6%

賀茂地域計
7,856,906 7,832,408 7,865,194 7,949,393 7,747,087 98.6% 97.5%

2,540,676 2,548,452 2,536,973 2,500,565 2,460,974 96.9% 98.4%

県計
147,935,450 149,341,702 152,940,889 156,482,379 153,415,578 103.7% 98.0%

18,809,805 19,876,268 19,432,624 19,804,752 19,968,305 106.2% 100.8%

出典：県観光政策課調



20

147,935,450
149,341,702

152,940,889

156,482,379

153,415,5787,856,906
7,832,408

7,865,194

7,949,393

7,747,087

142,000,000

144,000,000

146,000,000

148,000,000

150,000,000

152,000,000

154,000,000

156,000,000

158,000,000

県
計

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
7,600,000

7,650,000

7,700,000

7,750,000

7,800,000

7,850,000

7,900,000

7,950,000

8,000,000

賀
茂
地

域
計

観光交流客数の推移

県計 賀茂地域計

18,809,805

19,876,268

19,432,624

19,804,752
19,968,305

2,540,676
2,548,452 2,536,973

2,500,565

2,460,974

18,000,000

18,500,000

19,000,000

19,500,000

20,000,000

20,500,000

県
計

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
2,400,000

2,420,000

2,440,000

2,460,000

2,480,000

2,500,000

2,520,000

2,540,000

2,560,000

賀
茂
地

域
計

宿泊者の推移  

県計 賀茂地域計



21

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

市町観光交流客数の推移

下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

市町宿泊客数

下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町



22

（４）有効求人倍率の推移（2019 年）

賀茂管内の有効求人倍率は静岡県及び国の平均をはるかに上回る。

観光客が多いトップシーズン（7～9月）に雇用が最大となる。
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（１）現状

賀茂地域に病院は８施設あり、そのうち救護病院は４施設である。一般

診療所及び歯科診療所の施設数の推移は横ばいである。

学校等の状況は、高等教育機関として下田市に看護専門学校が１校ある

のみである。また、地域に私立学校はない。

文化会館は、下田市に１施設のみ。また、スポーツ施設は公営のものが

多く、民間の大規模な施設はない。

危機管理関係施設として、警察署本署１及び分署１、消防本部本署２及

び分署３の施設が存在している。

①病院、診療所の施設数の推移等

（注）病院の病床数のうち、一般病床は 490 床

出典：平成 28年まで 県賀茂健康福祉センター調（各年４月１日現在）

平成 29年～令和元年 県賀茂保健所調（各年 10月 1日現在）

②市町別学校等の状況

（注 1）<>内の数字は分校
（注 2）保育園には、認定こども園を含まない
出典：県教育委員会「静岡県学校名簿」ほか

３ 社会基盤整備状況
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病院 9 9 9 9 8 8 8 8 1,219

一般診療所 59 59 57 61 62 59 58 59 34
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下田市 1 1 0<1> 4 7 1 1 3

東伊豆町 0 1 0 2 3 3 0 1

河津町 0 0 0 1 3 1 0 1

南伊豆町 0 0<1> 0 2 3 0 2 0

松崎町 0 1 0<1> 1 1 2 0 2

西伊豆町 0 0 0 2 3 2 1 1

計 1 3<1> 0<2> 12 20 9 4 8
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③文化、スポーツ施設

④危機管理関係施設

（注）<>内の数字は分署

文化会館 グラウンド・体育館

下田市 1 1

東伊豆町 0 2

河津町 0 1

南伊豆町 0 2

松崎町 0 1

西伊豆町 0 3

計 1 10

警察署 消防本部

下田市 1 1

東伊豆町 0 1

河津町 0 <1>

南伊豆町 0 <1>

松崎町 0<1> 0

西伊豆町 0 <1>

計 1<1> 2<3>
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（２）社会基盤整備の見通し

①伊豆縦貫自動車道の整備

伊豆縦貫自動車道の整備は、交通渋滞の緩和や地域の活性化、防災機能の強化

などが期待されており、現在、東駿河湾環状道路から天城北道路（月ヶ瀬ＩＣ：

平成 31 年 1 月 24 日供用開始済）まで整備済である。

月ヶ瀬ＩＣ以南の整備状況は下表のとおり。

②肋骨道路の整備

県と美しい伊豆創造センターは、平成 28 年３月に「伊豆半島道路ネットワーク

会議」を設立した。同会議では、伊豆縦貫自動車道を背骨として、肋骨となる国

県道、幹線市町道を含む地域全体の道路網のあるべき姿を検討し、短期、中長期

を見据えた実施計画を策定した。

名称 区間 距離 状況

天城峠道路
天城湯ヶ島ＩＣ（仮称）～

河津ＩＣ（仮称）
20km

計画段階評価終了

環境影響評価実施中

河津下田道路

（Ⅱ期）

河津ＩＣ（仮称）～

下田北ＩＣ（仮称）
6.8km 事業中

河津下田道路

（Ⅰ期）

下田北ＩＣ（仮称）～

下田ＩＣ（仮称）
5.7km 事業中
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（３）賀茂地域で想定されている地震被害の状況

伊豆半島は急峻な地形が多く、平地が少なく、

また、海岸線が長く、複雑な形状をしているた

め、大規模地震が発生した場合には、津波によ

る甚大な被害が予想される。

出典：国土地理院地図着色は静岡県第４次地震被害想定に基づくＬ２津波浸水域

管内市町の津波髙(単位:Ｔ･Ｐｍ)

＊津波到達時間は 50ｃｍでの時間

出典：静岡県第 4字地震被害想定と今後の対応

（静岡県賀茂危機管理局）

市町名 最大 平均

津波
到達
時間
(分)

西伊豆町 15 9 4

松崎町 16 12 4

南伊豆町 26 15 4

下田市 33 15 12

河津町 13 10 17

東伊豆町 14 8 15
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第２章 賀茂地域住民アンケート

〜地域住民の意見の収集

（１）目的、実施方法

賀茂地域における大きな課題である若年層の人口流出について考えるにあたり、「今

後も賀茂地域に住み続ける」ということに関する若年世代の意向を把握するため、2016

年に実施した賀茂地域の小・中・高全３５校の最高学年生を対象にしたアンケート調査

を今年度も実施した。

なお、調査の概要については、以下のとおり。

調査概要

 

１ 学生アンケート

対 象 者
賀茂地域（１市５町）の 19 小学校、12 中学校、3高校のそれ

ぞれ最高学年の児童・生徒

調 査 項 目

基本属性（性別）

○高校生は出身中学はどこか？

○15 年後、賀茂地域に住んでいたいかどうか？

○その理由

○将来やりたい仕事、なりたい職業は賀茂地域にあると思う

か？

○その仕事はなにか？

○将来、賀茂地域で好きなことを仕事にできるとしたらどん

なことがいいか？

○中学生、高校生は進路を調査

サンプル数 1,237

割 付

小学生 386 （男 191 女 195）

中学生 429 （男 226 女 203）

高校生 422 （男 230 女 192）

合 計 1,237 （男：647 女：590）

実 査 期 間 2019 年 10 月 9 日～10 月 21 日

調 査 方 法 記入式アンケート調査
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（２）アンケート調査の結果

対象者属性

Q1 今から１５年後、あなたは賀茂地域に住んでいたいですか？

Q2 その理由はどうしてですか？

[はい] 住んでいたい理由

地元に残りたい理由は「地域への愛情」「豊かな自然が気に入っている」「家族や

仲間の存在」が多くを占める。高校生の地元への愛情の比率が高く、家族や仲間の

存在を理由にする生徒は高学年程少なくなった。

全体で 7割を超える生徒が「住んでいたくない」と答え、全体では女性、年代では

中学生の割合が特に多かった。
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Q2 その理由はどうしてですか？

[いいえ] 住んでいたくない理由

地元に残りたくない理由は店や娯楽施設の少なさ等の「田舎の不便さ」に対する不

満が最も多く、高校生は４５％と非常に高い。

「都会や地域外への憧れ」は小学生が突出していて、女子の比率の方が高かった。

[はい] 住んでいたい主な理由

地元を愛している

・地域の人が優しく会うたびに声を掛けてくれる良い人がたくさんいるから

・小さなころから住んでいるから住みやすいし、自分に合っているから

・地元を愛している

豊かな自然が好き

・空気がきれいで、山・川・海が近いから。

・食べ物がおいしくて景色が美しく、空気がおいしい

家族や仲間が居るから

・実家が一番

・親も年を取るし、できるだけすぐ行ける距離にいたい

地元で働く

・地元で役に立つ仕事をしたい

・将来教員になってこの地に戻ってきたい

その他

・人が多すぎるのは苦手だから

・事件などが少なく安心して住むことができる



31

前回アンケートとの比較（進級した生徒の意識の変化）

2017 年に比べると 15 年後に賀茂地域に住んでいたいと答えた生徒は、全体で 8 ポ

イント（小学生 11 ポイント、中学生 7 ポイント、高校生 5 ポイント）減少した。

[いいえ] 住んでいたくない主な理由

田舎は不便過ぎる

・都会に出てたくさんのことを知りたいから

・デパートや遊園地がなく、山を越さないとどこにも行けないから

将来の夢や仕事のため

・やりたい仕事が地元にない

・将来の夢があるから、賀茂地域では実現出来ない

都会や地域外への憧れ

・他の地域には賀茂地区にないものがたくさんあるから

・都会に住んでみたいから

地元への不安

・津波や南海トラフが怖いから

・発展の見込みがない
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進級の前後を比較すると

はい

40%
いいえ

60%

平成28年度
（1430）

はい

32%
いい

え

68%

令和元年度

（1237）

前回小６から今回中３となった同一対象を比べると、「いいえ」の回答が、52%か

ら 77%へ 25 ポイントの増加となった。特に女子は 31 ポイントも増加した。

前回中３から今回高３となった同一対象を比べると、「はい」の回答が、30%から

35%へ５ポイントの増加となった。
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市町別の比較データ

39 41

32 33

44 43
37

32
28 27

42

28
24

33
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賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

市町別住んでいたいの割合

平成28年度 令和元年度

15 年後に賀茂地域に住んでいたいと答えた生徒は各市町別に分類してみると、賀茂

地域全体では７ポイント下がったが、河津町のみ、前回調査と比べて９ポイントの

増加となった。
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（回答者数に対する回答比率）

やりたい仕事が賀茂地域にあるか

ある ない 無回答

15 年後に

住んでいたいか

はい

小学生 ６６ ３１ ３

中学生 ６８ ３０ ２

高校生 ７７ ２０ ３

いいえ

小学生 ４４ ５３ ３

中学生 ４４ ５２ ４

高校生 ４７ ５０ ３

Q3:将来やりたい仕事や、なりたい職業を思い浮かべてください。

その仕事は賀茂地域にあると思いますか？

あると答えた生徒の総数の比率は、女子が男子より 13ポイント高いが、各学年で

トータルすると、いずれも、あるという回答が過半数を占める。

また、いずれの年代も、15 年後に住んでいたいですかの質問に対して「はい」と

回答した場合は、「ある」と回答した比率が高い。

逆に、「いいえ」と回答した場合は、「ない」と回答した比率が高い。
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Q4 その仕事は具体的にどんな名前の職業ですか？

小学生男順位

1 位 飲食関係

2 位 公務員

3 位 スポーツ系

4 位 動物、ペット関係

4 位 野球

6 位 医療関係

7 位 ゲーム関係

8 位 農家、漁師

9 位 教師や講師

小学生女順位

1 位 動物、ペット関係

2 位 医療関係

3 位 飲食関係

4 位 保育士

4 位 看護師

6 位 美容関係

7 位 教師や講師

8 位 ファッション関係

8 位 芸能関係

10 位 絵を描く仕事

松崎女順位

1 位 動物、ペッ

ト関係

2 位 教師や講師

3 位 医療関係

学年別にデータを見ると、小学生は男子には飲食に関する職業の人気が高く、女子

の上位にも位置する。

小学生女子の１位は動物、ペット関係でトリマーや獣医師、飼育員など幅広く人気

があり、下田海中水族館や IZoo という具体的な施設の名前も複数上がった。

中学生男子の１位は公務員で各地区バランスよく人気があった。２位のスポーツ系

は野球、サッカー、バスケット以外のスポーツのインストラクターの人気が高い。

女子は美容関係が１位だが、2 位以下の上位には専門職の人気が高い。看護師を医

療関係に含めると美容関係をかなり上回る。

中学生男順位

1 位 公務員

2 位 スポーツ系

3 位 飲食関係

4 位 教師や講師

5 位 建設、建築関係

5 位 ゲーム関係

7 位 IT 関係

8 位 医療関係

8 位 芸能関係

10 位 農家、漁師

中学生女順位

1 位 美容関係

2 位 医療関係

3 位 飲食関係

4 位 看護師

5 位 保育士

6 位 教師や講師

7 位 公務員

8 位 芸能関係

9 位 スポーツ系

10 位 ファッション関係
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Q3:将来やりたい仕事や、なりたい職業を思い浮かべてください。

その仕事は賀茂地域にあると思いますか？の問いに対し

「あると思う」と答えた生徒の答え

高校生男子の人気の医療関係、公務員、飲食関係は僅差で、４位以下を大きく離す。

女子は看護師を筆頭に専門職の人気が高く、中学女子と同様な傾向が見られる。

小学生男順位

1 位 公務員

2 位 飲食関係

3 位 農家、漁師

男子の小、中高生の１位、２位は公務員と飲食関係で一致し、飲食関係は高校生で

も２位と人気が高い。また小学生の３位に１次産業が入り、高校生の 7 位にも入っ

た。女子は医療関係、看護師、保育士の人気が高く、上位は各学年とも同じ様な職

種が並んだ。

中学生男順位

1 位 公務員

2 位 飲食関係

3 位 建設、建築関係

高校生男順位

1 位 医療関係

2 位 飲食関係

3 位 公務員

高校生男順位

1 位 医療関係

2 位 公務員

2 位 飲食関係

4 位 建設、建築関係

5 位 教師や講師

5 位 IT 関係

5 位 スポーツ系

8 位 看護師

9 位 芸能関係

9 位 農家、漁師

高校生女順位

1 位 看護師

2 位 医療関係

3 位 教師や講師

4 位 保育士

5 位 飲食関係

6 位 ファッション関係

7 位 美容関係

8 位 公務員

9 位 動物、ペット関係

10 位 スポーツ系

小学生女順位

1 位 医療関係

2 位 飲食関係

2 位 保育士

中学生女順位

1 位 医療関係

2 位 看護師

3 位 保育士

高校生女順位

1 位 看護師

2 位 医療関係

3 位 教師や講師
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Q3:将来やりたい仕事や、なりたい職業を思い浮かべてください。

その仕事は賀茂地域にあると思いますか？の問いに対し

「ないと思う」と答えた生徒の答え

Q5 もしもの話です。あなたの好きなことが賀茂地域で将来仕事になるとしたら、それ

はどんなことだといいですか？

小学生男順位

1 位 野球関係

2 位 スポーツ系

2 位 ゲーム関係

中学生男順位

1 位 スポーツ系

2 位 ゲーム関係

3 位 IT 関係

高校生男順位

1 位 スポーツ系

2 位 IT 関係

3 位 公務員

男子の上位にはスポーツ系が入り、小学生の野球人気が健在である。

ゲーム関係、IT 関係も、芸能関係を含め人気が高い。

女子はファッション関係、美容関係、芸能関係の人気が高く、中学女子はスポーツ

インストラクター人気が高い。

小学生男順位

1 位 ゲーム関係

2 位 スポーツ系

3 位 飲食関係

小学生女順位

1 位 スポーツ関係

2 位 文化系を教える

3 位 動物、ペット関係

男子の上位にはゲーム関係、スポーツ系が入り、3 位はどの年代も飲食関係だった。

高校生の 2 位に自然に関する仕事が入り、地元の豊かな自然を利用した職業を望む

意見が複数あった。

女子もスポーツ（ダンスを含む）インストラクターの人気が高く、小学生ではピア

ノなど文科系を教える職業も人気があった。

中学生男順位

1 位 スポーツ系

2 位 ゲーム関係

3 位 飲食関係

中学生女順位

1 位 スポーツ系

2 位 美容関係

3 位 飲食関係

高校生男順位

1 位 スポーツ系

2 位 自然に関する仕事

3 位 飲食関係

高校生女順位

1 位 飲食関係

2 位 スポーツ系

3 位 美容関係

小学生女順位

1 位 動物、ペット関係

2 位 芸能関係

3 位 ファッション関係

中学生女順位

1 位 スポーツ系

2 位 美容関係

3 位 飲食関係

高校生女順位

1 位 ファッション関係

2 位 美容関係

3 位 飲食関係
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進路について

中学生

賀茂地域の

高校に進学

する予定

84%

賀茂地域以

外の県内の

高校に進学

する予定

13%

県外の高校

に進学する

予定

3%

中学生の進路

男性 東伊豆 河津 下田 南伊豆 松崎 西伊豆 計

賀茂地域の高校に進学する予定 32 21 65 35 19 17 189

賀茂地域以外の県内の高校に進学する

予定
5 4 6 3 5 3 26

県外の高校に進学する予定 2 1 1 4

その他 0

女性 東伊豆 河津 下田 南伊豆 松崎 西伊豆 計

賀茂地域の高校に進学する予定 33 24 46 25 17 17 162

賀茂地域以外の県内の高校に進学する

予定
10 3 4 2 3 4 26

県外の高校に進学する予定 6 1 7

その他 1 1 2

中学生の賀茂地域内の高校への進学予定は、男女ともに 80％を超える。

東伊豆の女子は賀茂地域外の高校へ進学予定の割合が高い。
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高校生

22%

52%

26%

高校生の進路

県内の大学、専門学校等に進学する予定

県外の大学、専門学校等に進学する予定

その他

男子 下田 松崎 稲取 南伊豆分校 計

県内の大学、専門学校等に進学する予定 20 9 8 6 43

県外の大学、専門学校等に進学する予定 70 18 16 5 109

その他 13 19 24 6 62

女子 下田 松崎 稲取 南伊豆分校 計

県内の大学、専門学校等に進学する予定 27 8 9 1 45

県外の大学、専門学校等に進学する予定 55 28 18 1 102

その他 6 12 23 4 45

高校生の 52％が県外に進学する予定で、男女ともにほぼ同比率だった。
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（１）目的、実施方法

賀茂地域の小・中・高全３５校の最高学年生を対象にしたアンケート調査を

受

け、その結果を公表しつつ一般住民向けにアンケートを実施した。

なお、調査の概要については、以下のとおり。

調査概要

調 査 名 みんなの未来づくりアンケート

対 象 者 賀茂地域（１市５町）の全住民

調 査 項 目

基本属性（性別、居住地、職業、年代）

○将来的にもっとたくさんの人に地元に住んでほしいと

思うか？

○子や孫に地元に将来的に住んでほしいと思うか？

○その理由

○もっとたくさんの人が、仕事をしながら、趣味の時間を

充実することができるような賀茂地域にしていくため

に、あなたが最も有効だと考える手段は何か？

○またあるといいな！こういう取り組みがあるといい

な！という取り組みは何か？

○居住市町の伸ばしたい個性や魅力は何か？

サンプル数 2,547（うち web アンケート 513)

実 査 期 間 2019 年 12 月 1 日～2020 年 1 月 17 日

調 査 方 法
学校、商工会等を経由し、アンケートを配布、回収。

web アンケートも実施

2 一般向けアンケート調査
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対象者属性

性別 年齢

職業 住所

パート・

アルバ

イト

21%会社員

28%

会社役

員

3%

学生

7%
公務員

13%

自営業

17%

自由業

1%

専業主

婦（夫）

5%

無職

5%

下田市

40%河津町

10%
松崎町

13%西伊豆

町

8%

東伊豆

町

15%

南伊豆

町

14%

女

52%
男

45%

無回答

3%
10代
7%

20代
6%

　　　　　　　

30代
13%

　40代
37%

50代
20%

60代
8%

65歳以
上

9%
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（２） アンケート調査の結果

① あなたは将来的にもっとたくさんの人に地元に住んでほしいと思いま

すか？

いいえ

16%

はい

84%

地震・津波が心配 13%

働く場所がない 57%

平穏な暮らしを壊されたくない 11%

その他 18%

地域の暮らしを未来につなげるため 54%

住んでいる人の気質が良い 5%

地元の歴史・文化を残したい 9%

豊かな自然など魅力が多い 31%

その他 1%

全回答のうち、「はい」が 84％となった。「はい」の理由は、「地域の暮らしを未来

につなげるため」が 54％、「いいえ」の理由は「働く場所がない」が 57％となり、

最も多かった。

②-1 ①で いいえの理由

②-1 ①で はいの理

由

「はい」のその他意見

・ここで生まれ育った方々はこの地域の良さを知っている。誇りがある。

・人口が増えれば公共サービスが充実する。

・"これ以上人口が減ったら、各市町村は自治出来なくなります。時は直ぐに来ます。"

「いいえ」のその他意見

・15 年後の自分がイメージできない

・コンパクト化のために住民が少なく集落がなくなって行く方が理想的であると考える

ため。

・"自然を守っていくために人口を少なくして観光業に特化すべきだと考えているから"
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「はい」のその他意見

・やりたいこと、仕事、一緒に居たい人がここにいるならいてほしいです。今のままで

は難しいと思います。

・高い家賃、長い通勤時間を考えると、ここで生活した方が、生活にゆとりがある

・家族が近くにいることが大事なような気がする

「いいえ」のその他意見

・住んでほしいとは思うけど、将来地元で仕事が続けられるか心配

・今のままだと若者は地域の犠牲になる、分かっていて苦労はさせたくない

・最終的に将来どこに住むかを決めるのは子供本人ですが今現在の漁業と観光業に携わ

っている状況で考えるとこの先減退が考えられので何の産業で盛り上げで行くのか

経済を支えていくのか非常に心配なので

② お子さんやお孫さんがいる場合にお伺いします。あなたのお子さんや

お孫さんに地元に将来的に住んでほしいと思いますか？

いいえ

44%はい

56%

地震・津波が心配 8%

この地域には若者が活躍

できる場がない
60%

地元はしがらみが多い 13%

その他 19%

地域の暮らしを未来につなげるため 56%

住んでいる人の気質が良い 7%

地元の歴史・文化を残したい 7%

豊かな自然など魅力が多い 25%

その他 7%

④-1 ①で いいえの理由

④-1 ①で はいの理由

回答のうち、「はい」が 56％となった。「はい」の理由は、「地域の暮らしを未来に

つなげるため」が 56％、「いいえ」の理由は「活躍できる場がない」が 60％となり、

最も多かった。
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⑤ ①または③で「はい」と答えた方にお伺いします。地域の将来に向け、あ

なたが努力できることを１つ選んでください。

地域活動に積極

的に参加する
32%

行政に要望した

り、協力したり

する
12%

新たな事業に参

加したり、協力

したりする
13%

美しい自然や風

景を守る

25%

子や孫のために

家や土地などの

財産を残す
15%

その他
3%

あなたが努力できること

「将来的にもっとたくさんの人に住んでほしいか」に「はい」と答えた 84％の方の

うち、「あなたのお子さんやお孫さんに地元に将来住んでほしいか」の設問に「は

い」と回答した 65％の方は、全体の 55％で最も多かった。

回答者のうち、32％が「地域活動に積極的に参加する」が最も多く、ついで「美しい自

然や風景を守る」が多かった。下田市を除く５町では、最も多い回答となった。下田市

においては、「美しい自然や風景を守る」が最も多い回答となった。
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⑥ ３年前の調査では、趣味と生活の調和を図る「WORK-LIKE バランスが自

慢の賀茂地域」が賀茂地域が目指す将来像とされました。もっとたくさんの

人が、仕事をしながら、趣味の時間を充実することができるような賀茂地域

にしていくために、あなたが最も有効だと考える手段を１つ選んでください。

賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

地域活動に積極的に参加する 32 28 32 35 33 35 39

行政に要望したり、

協力したりする
13 10 17 16 15 18 7

新たな事業に参加したり、

協力したりする
14 15 10 13 15 14 12

美しい自然や風景を守る 26 33 26 23 18 13 29

家や土地などの財産を残す 15 12 15 14 23 19 12

その他 2 3 0 3 1 0 1

回答のうち、28％が「ショッピングモールやリゾート施設」と回答し、西伊豆町

及び松崎町を除く１市３町では、最も多い回答となった。松崎町においては、「シ

ェアリングオフィスなど新しい形の企業誘致」と「空き家を活用した町おこし」

が、西伊豆町においては、「空き家を活用した町おこし」が最も多い回答となった。

その他意見

・子育て支援の整備、子育てしやすい環境づくりのために意見を出して行きたいが、意

見を出しても聞く耳を持ってもらえないのが現実

・伊豆地区の良さが感じられるような体験等あれば子供達と参加したい

・過疎地域でも十分に暮らしていける資産作りを形成し伝える

・他県、他地域で町が活性しているところを参考にしたり、市民からアイディアなど出

してもらう。みんなで（子どもの声も聞く）吟味する
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シェアリングオ

フィスなど新し

い形の企業誘致
24%

空き家を活用し

た町おこし

24%

防災施設の拡充

7%

大型スポーツ施

設
8%

大型ショッピン

グモールやリ

ゾート施設
28%

その他
9%

最も有効な手段

賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

シェアリングオフィスなど

新しい形の企業誘致
25 24 21 28 24 31 22

空き家を活用した町おこし 25 24 23 22 25 31 31

防災施設の充実 8 7 6 10 7 11 10

大型スポーツ施設 8 7 8 8 11 6 9

大型ショッピングモールや

リゾート施設
29 31 38 29 29 15 26

その他 9 11 7 10 10 7 6

その他意見

・都会の子供対象の学校はどうでしょう。フリースクール

・インフラ「特に交通の便の向上」整備により働く場所の選択が増える

・かっこいい生き方をしている人を PR してほしい

・サーフィンのメッカだから、スケボーや BMX のパーク

・雨の日でも楽しめるスポーツ、アスレチック施設



47

これまでの

試み
43%

自然

歴史
6%

教育
3%

施設
5%

生活
4%

趣味
2%

その他イベ

ント
8%

その他
29%

全体

⑦ これまで、行政機関や民間では様々な取り組みを行っていきました。

またあるといいな！こういう取り組みがあるといいな！という取り組みを

教えてください。【自由記載】

これまで行った取り組みについて、行政の行う取り組みでは「空き家バンクの活用」が

最も多く、民間の行う取り組みでは、下田市及び西伊豆町においては、「ビックシャワー」、

東伊豆町においては「インストラクター養成講座」、河津町においては「河津軽トラ市」、

南伊豆町及び松崎町においては「下田南伊豆河津がんバル」が最も多くなった。

これまでの取り組みとは別に「こういう取り組みがあるといいな！」に対する回答のう

ち、「新たな催しの実施」が最も多く、下田市、東伊豆町及び南伊豆町においては最も多

い回答となった。河津町及び西伊豆町においては、「施設の整備に関する取り組み」が、

南伊豆町においては、「新たな催しの実施」及び「自然や歴史に関する取り組み」が、松

崎町においては、「自然や歴史に関する取り組み」が最も多かった。

答えの項目

自然歴史 ― 自然や歴史が豊かである

施設 ― 施設が整備されている

その他イベント ― 実施しているイベントへの評価

生活 ― 生活環境が整っている

教育 ― 教育環境が整っている

趣味 ― 趣味を楽しむ環境が整っている

その他
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これまで

の試み
37%

自然

歴史
8%

教育
4%

施設
4%

生活
8%

趣味
0%

その他イ

ベント
10%

その他
29%

東伊豆町

これまでの

試み
49%

自然

歴史
4%

教育
4%

施設
6%

生活
4%

趣味
4%

その他イベ

ント
5%

その他
24%

河津町

これまで

の試み
44%

自然

歴史
5%

教育
4%

施設
5%

生活
3%

趣味
1%

その他イ

ベント
9%

その他
29%

下田市
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これまで

の試み
48%

自然

歴史
7%

教育
2%
施設
4%

生活
5%

趣味
1%

その他イ

ベント
7%

その他
26%

南伊豆町

これま

での試

み
35%

自然

歴史
12%

教育
5%

施設
6%

生活
1%

趣味
1%

その他

イベント
11%

その他
29%

松崎町

これま

での試

み
31%

自然

歴史
2%

教育
2%施設

7%
生活
3%

趣味
4%

その他

イベント
5%

その他
46%

西伊豆町
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⑧ お住まいの市町の伸ばしたい個性や魅力を教えてください。

自然歴史
70%

教育
2%

施設
4%

生活
3%

イベント
3%

その他
18%

全体

自然や歴史が豊かであるが最も多く、海と山、そこから得られる資源を使い、誘客や魅

力あるまちづくりを目指す意見が多く各市町でも圧倒的に多かった。

答えの項目

自然歴史 ― 自然や歴史が豊かである

施設 ― 施設が整備されている

その他イベント ― 実施しているイベントへの評価

生活 ― 生活環境が整っている

教育 ― 教育環境が整っている

趣味 ― 趣味を楽しむ環境が整っている

その他
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（１）子供たちに賀茂地域の良さを認識させ、地域愛を育む事は非常に大事で、

高校卒業と同時に賀茂地域から離れても将来、地元に戻って来たい、地

域に貢献したいという気持ちを持ってもらうために様々な取り組みをし

ていく必要がある。

好材料である３大学との連携協定と賀茂キャンパスをフルに利用して地域創出の

場を設けることは非常に有意義だと考えられる。

55.6 24.6 6.6 6.5 6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住んで欲しい（子や孫）

地域の暮らしを未来につなげるため 豊かな自然など魅力が多い

住んでいる人の気質が良い 地元の歴史・文化を残したい

その他

19 2 7 0 18

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住んでいたい（高校生）

豊かな自然 家族や仲間 地元で働く 歴史文化を残したい その他

3 考察

子や孫に賀茂地域に住んでほしい人の理由と、高校生の住んでいたい理由を比較

する と、「豊かな自然が好きだから」と「住んでいる人の気質がいい（住民）」

「家族や住人（高校生）」の数値は近い値になるが、「歴史文化を残したい」での

高校生の値はゼロポイント。地域の暮らしを未来につなげたい大人と、それを重

視しない子供の考え方のギャップは大きい。
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例えば賀茂キャンパスで

・まちづくり教育

・まち遺産を知らしめる教育

・観光地として誘客戦略の教育

など、地域に特化した教育を受けられる機会を増やすことは重要である。

（2）地域住民へのアンケートでは、加速する人口減少・高齢化などによる様々

な課題を、それぞれの立場で捉えていると考えられる。

地域住民は当地域への定住・定着について、子や孫へは 5 割強、第 3 者へは８

割強が、定住・定着を期待していることがわかった。人口は増えてほしいが、

子や孫には地元を離れて活躍してほしいという気持ちがみて取れる。

過去の取り組みについて、まだ歴史の浅い「高校生の KAMO マルシェ」や「高校

生や地域おこし協力隊のアイデアコンテスト」を推す人も多く、それ以外にも

学生や若い世代に期待する意見も多かった。

また大学等の教育機関の誘致とそれに伴う施設が必要だという意見も多い。

59.6 12.6 8.2 19.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住んで欲しくない（子や孫）

若者の活躍する場所がない 地元はしがらみが多い

地震・津波が心配 その他

21 24 51 4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住んでいたくない（高校生）

不便な田舎 仕事や夢 外の世界 不安
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地域住民の子や孫への定住・定着に対する「いいえ」44％の理由は、「活躍でき

る場がない」が 66％を占め、「地元はしがらみが多い」と続く。「地域の犠牲に

なる、苦労をさせたくない」との意見があるように、子や孫が活躍できる場を

創出していくことが重要と考えられる。「活躍する場がない」＝「仕事がない」

を意味するとも考えられるが、賀茂管内の有効求人倍率は国や県の基準を遥か

に上回っていて、仕事がない訳ではない。

やりたい仕事、高報酬の仕事がないという先入観を払拭し、従来の職業体験の

ようなものと違うアプローチが求められる。

また「しがらみ」をどう解消していくか？コミュニティ内での対話、相互理解

（広い年代）の場をもっと設け、わずらわしさを解消していく必要がある。
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平成 28 年度に初めて賀茂地域の児童、生徒の将来への考え方を収集してから

3 年が経ち、当時協力してくれた子供たちは、それぞれ進級しました。

「15 年後に賀茂地域に住んでいたい」と答えた子供たちの割合は前回のアンケ

ートを更に下回りましたが、アンケートに答えてくれた子供たちの数が 3 年で

200 人近くも減ったという事実が重く感じられます。

今回、初めて行った住民アンケートでは、大人が、現在、子供たちが抱いてい

る思いを目にする機会が持てたことが有意義だったと感じます。

住人アンケートの結果の節々には若年層、子供たちに期待する意見が多く見ら

れますが、その世代が活躍する場が地元には無いという意見が多いのも事実で

す。

子供たちも賀茂地域への愛情が感じられる意見もあるものの、それを超える地

元離れの思いが「仕事がない」「地元はつまらない」といった先入観も生み出し

ています。

現在、子供たちへ地元の魅力や可能性は伝えられているでしょうか？

豊かな自然とそれを利用した食べ物やアクティビティ、深く価値ある歴史文化、

全国平均をはるかに超える求人倍率、そして魅力ある人物。

幼年期から一人一人にじっくりと子供たちに賀茂地域の魅力を伝え、経験させ

ることが非常に重要だと思われます。

賀茂地域の魅力を知る子供を育て、「一旦、賀茂地域を離れても、いずれ賀茂地

域に帰ってきたい」「自分の誇れる賀茂地域の魅力を外で発信する。」といった

考えを持たせることが大事になります。

そしてそれを伝える大人も、賀茂地域の魅力をもっと知る必要があります。

働く世代は余暇の時間をどれだけ地元で有意義に過ごせるか。

シニア世代は趣味を楽しみながら、人に教えて収入を得たり。

賀茂地域の魅力をもっともっと有効活用して、どの世代でも地元ファンが増え

る地域づくりが必要ではないでしょうか？

WORK-LIKE バランスが自慢な地域をたくさんの手で作っていきましょう。

伊豆半島創造研究所 スタッフ一同

おわりに
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資料編①業務スケジュール

日 付 内 容 備 考

2019.10.1 見積提出

〃 10.7 契約、着手時打合せ 賀茂地域局①

〃 10.9 学生アンケート配布開始

〃 10.13 一般向けアンケート打ち合わせ 賀茂地域局②

〃 10.18 学生アンケート回収完了

〃 11.12 学生アンケート集計報告、打ち合わせ 賀茂地域局③

〃 11.19 一般向けアンケート打ち合わせ 賀茂地域局④

〃 12.1 web アンケート開始

〃 12.12 一般向けアンケート配布開始

2020.1.8 伊豆新聞広告記事掲載

〃 1.16 一般向けアンケート経過報告・打ち合わせ 賀茂地域局⑤

〃 1.28 一般向けアンケート経過報告・打ち合わせ 賀茂地域局⑥

〃 1.30 一般向けアンケート経過報告・打ち合わせ 賀茂地域局⑦

〃 2.10 一般向けアンケート経過報告・打ち合わせ

〃 2.10 一般向けアンケート回収完了

〃 2.17 一般向けアンケート集計途中報告 賀茂地域局⑧

〃 2.27 アンケートグラフ作成方法打ち合わせ 賀茂地域局⑨

〃 3.3 一般向けアンケート打ち合わせ 賀茂地域局⑩

〃 3.10 一般向けアンケートまとめ打ち合わせ 賀茂地域局⑪

〃 3.17 アンケート全体チェック・打ち合わせ 賀茂地域局⑫

〃 3.23 納品
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資料編②学生アンケート用紙
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資料編③学生アンケート依頼文

令和元年 1 0 月 吉 日

 

○○○○教育長 様 

 

主体事業者：静岡県賀茂地域局 

                        実 施 者：（一社）伊豆半島創造研究所 

 

「賀茂地域住民アンケート調査委託事業」への協力について（お願い） 

 

拝啓 秋晴の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は県事業に格別のご理

解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、掲題の件ですが静岡県では平成28年に賀茂地域（下田市、東伊豆町、河津町、南

伊豆町、松崎町、西伊豆町の1市 5町）で「賀茂地域の将来像策定業務」の一環として地域

内の小 中 高 の全ての最高学年の生徒にアンケートを実施し、集計、分析結果をもとに

住人の方のディスカッションに繋げ、将来像を策定いたしました。当時の生徒がそれぞれ進

級し、最高学年となった今、再度アンケートを行いたいと思います。生徒の地元への意識の

推移を３年前のデータと比較すると共に現在の小学６年生の意識調査も行う次第です。 

また今回はこのアンケートの分析結果を公表し、賀茂地域の住人アンケートを行います。

子どもたちの考え方や感じ方を受けて大人はどんな捉え方をするのか調査し、分析します。

つきましては、下記の内容にて貴町の生徒様より別添のアンケート用紙にご回答いただ

きたく、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 
１・依頼期間  令和元年年10月上旬～令和元年年10月 25日（完全回収） 

２・対象生徒  貴町の高校３年生、中学３年生と小学6年生の全生徒 

３・回収日   令和元年10月 25日までに各校に回収に伺います。 

４・アンケート 別紙のとおり 

５・受付事務  〒413-0502  静岡県下田市二丁目１２－１７ 

（一社）伊豆半島創造研究所 担当者 : 八巻・内田・山田 

Tel 0558-36-4086 Fax 0558-36-4087  

日中不在時の携帯090-7676-1283（山田） 

メール info@izu-soken.com 

以上
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令和元年 １０ 月 吉 日

 校長 殿 

 

 主体事業者：静岡県賀茂地域局 

                実施者：（一社）伊豆半島創造研究所

代表理事 田中豊

 

「賀茂地域住民アンケート調査委託事業」への協力について（お願い） 

 

拝啓 秋晴の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、県事業に格別

のご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、掲題の件ですが、静岡県では、平成28年に賀茂地域（下田市、東伊豆町、河津町、

南伊豆町、松崎町、西伊豆町の 1 市 5 町）で「賀茂地域の将来像策定業務」の一環として

地域内の小学校、中学校、高校の全ての最高学年の生徒にアンケートを実施し、集計分析

結果をもとに住人の方のディスカッションに繋げ、将来像を策定いたしました。当時の生

徒がそれぞれ進級し、最高学年となった今、再度アンケートを行いたいと思います。生徒

の地元への意識の推移を３年前のデータと比較すると共に、現在の小学６年生の意識調査

も行う次第です。 

また、今回は、このアンケートの分析結果を公表し、賀茂地域の住人アンケートを行い

ます。子どもたちの考え方や感じ方を受けて、大人はどんな捉え方をするのか調査分析し

ます。 

つきましては、下記の通り、貴校の生徒の皆さんより、別添のアンケート用紙にご回答

いただきたく、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

敬具

 

記 
 

１・依頼期間  令和元年10月上旬～令和元年10月 21日（完全回収） 

２・対象生徒  貴校の最高学年全生徒 

３・回収日   令和元年10月 21日までに各校に回収に伺います。 

          回収可能な日をご連絡いただければ幸いです。 
４・アンケート 別紙のとおり 

５・受付事務  〒413-0502  静岡県下田市二丁目１２－１７ 

（一社）伊豆半島創造研究所 担当者 : 安藤・渡辺・金崎・山田 

Tel 0558-36-4086 Fax 0558-36-4087  

日中不在時の携帯090-7676-1283（山田） 

メール info@izu-soken.com 

 
以上
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資料編④学生アンケート配布先一覧

〒 住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

熱川小学校 413-0302 賀茂郡東伊豆町奈良本771-1 0557-23-0037 0557-23-2975 26 24 92.3%

稲取小学校 413-0411 賀茂郡東伊豆町稲取614-1 0557-95-2020 0557-95-5101 32 32 100.0%

熱川中学校 413-0302 賀茂郡東伊豆町奈良本1296-3 0557-23-0049 0557-23-2976 32 31 96.9%

稲取中学校 413-0411 賀茂郡東伊豆町稲取1873 0557-95-2010 0557-95-5102 51 49 96.1%

稲取高校 413-0412 賀茂郡東伊豆町稲取3012-2 0557-95-0175 0557-95-5172 104 104 100.0%

河津南小学校 413-0512 賀茂郡河津町笹原328-1 0558-34-0090 0558-34-0900 35 33 94.3%

河津西小学校 413-0507 賀茂郡河津町湯ケ野80-1 0558-36-8122 0558-36-8551 9 9 100.0%

河津東小学校 413-0503 賀茂郡河津町見高1032 0558-34-0086 0558-34-0053 8 7 87.5%

河津中学校 413-0504 賀茂郡河津町田中72-1 0558-34-0074 0558-34-1074 57 56 98.2%

下田小学校 415-0025 下田市5丁目3-1 0558-22-0055 0558-22-1630 48 44 91.7%

大賀茂小学校 415-0038 下田市大賀茂1429 0558-22-0704 0558-22-0980 8 9 112.5%

朝日小学校 415-0028 下田市吉佐美544 0558-22-0702 0558-22-6041 9 9 100.0%

浜崎小学校 415-0014 下田市須崎1785-1 0558-22-0441 0558-22-0533 12 12 100.0%

白浜小学校 415-0012 下田市白浜1324-1 0558-22-0860 0558-22-0862 18 18 100.0%

稲生沢小学校 415-0032 下田市立野6-1 0558-22-0424 0558-22-1084 23 23 100.0%

稲梓小学校 413-0704 下田市椎原224 0558-28-0004 0558-28-1488 18 17 94.4%

下田中学校 415-0037 下田市敷根765-1 0558-22-3443 0558-22-3444 59 55 93.2%

下田東中学校 415-0013 下田市柿崎1106 0558-22-0868 0558-22-0988 35 35 100.0%

稲生沢中学校 415-0011 下田市河内101-1 0558-22-0134 0558-22-0170 36 34 94.4%

稲梓中学校 413-0705 下田市箕作350 0558-28-0011 0558-28-0493 14 13 92.9%

下田高校 415-8527 下田市蓮台寺152 0558-22-3164 0558-23-0453 214 203 94.9%

南伊豆東小学校 415-0152 賀茂郡南伊豆町湊243 0558-62-0303 0558-62-2955 24 24 100.0%

南中小学校 415-0302 賀茂郡南伊豆町上賀茂80 0558-62-0032 0558-62-2950 35 34 97.1%

南上小学校 415-0323 賀茂郡南伊豆町下小野640 0558-62-0255 0558-62-3002 4 4 100.0%

南伊豆東中学校 415-0152 賀茂郡南伊豆町湊1721 0558-62-0458 0558-62-3741 24 22 91.7%

南伊豆中学校 415-0302 賀茂郡南伊豆町上賀茂744-1 0558-62-0041 0558-62-3345 52 46 88.5%

下田高校南伊豆分校 415-0306 賀茂郡南伊豆町石井58 0558-62-0103 0558-62-2799 23 23 100.0%

松崎小学校 410-3612 賀茂郡松崎町宮内332 0558-42-0049 0558-42-0166 43 42 97.7%

松崎中学校 410-3624 賀茂郡松崎町江奈307 0558-42-0143 0558-42-3485 47 46 97.9%

松崎高校 410-3693 賀茂郡松崎町桜田188 0558-42-0131 0558-42-0587 99 96 97.0%

仁科小学校 410-3514 賀茂郡西伊豆町仁科184 0558-52-0005 0558-52-2825 27 26 96.3%

田子小学校 410-3515 賀茂郡西伊豆町1320 0558-53-0321 0558-53-2103 8 8 100.0%

賀茂小学校 410-3501 賀茂郡西伊豆町宇久須836-2 0558-55-0018 0558-55-0119 11 11 100.0%

西伊豆中学校 410-3513 賀茂郡西伊豆町中753-1 0558-52-0026 0558-52-2826 41 39 95.1%

賀茂中学校 410-3501 賀茂郡西伊豆町宇久須862-6 0558-55-0079 0558-55-1300 6 4 66.7%

小学校合計 387 375 96.9%

中学校合計 454 430 94.7%

高校合計 440 426 96.8%

総合計 1,281 1,231 96.1%

東
伊
豆
町

河
津
町

下
田
市

南
伊
豆
町

松
崎
町

西
伊
豆
町

回収
部数

全体
回収率

2019賀茂地域の将来像策定業務　学生アンケート配布先名簿

地
区

学校名
連絡先 配布

部数
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資料編⑤学生アンケート資料
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職業まとめ小学生

野球
サッ
カー

バス
ケット

その
他ス
ポー
ツ系

文科
系

芸能
系

美容
系

ファッ
ション
系

保育
士

看護
師

医療
系

飲食
系

一次
産業 IT系

ゲー
ム関
係

教育
系

公務
員

建
築、
建設
系

動
物、
ペット
系

ユー
チュ
ー
バー

宿泊
関係 地元 自然

家業
を継
ぐ

カメラ
マン

絵を
描く

その
他

東伊豆女計 0 0 0 0 0 1 1 1 3 0 2 2 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 3
河津女計 0 0 0 1 2 2 7 1 0 5 1 1 0 0 0 1 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 2
下田女計 0 0 0 5 1 3 3 4 2 3 10 11 0 0 0 5 0 0 5 0 0 1 0 0 0 3 5
南伊豆女計 0 0 0 1 0 1 1 0 6 5 4 2 0 0 0 1 2 1 3 1 0 0 0 0 0 3 6
松崎女計 0 0 0 0 0 1 1 1 4 2 2 1 0 0 0 2 2 0 5 0 0 1 0 0 0 2
西伊豆女計 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 2 3 0 0 0 1 0 0 5 0 0 0 1 1 0 0 6

女計 0 0 1 7 3 8 14 8 16 16 21 20 0 0 0 12 4 1 26 1 0 2 1 1 0 7 24

東伊豆男計 1 0 1 5 0 3 1 1 1 1 3 4 0 1 1 4 1 1 4 0 1 0 0 0 0 0 4
河津男計 3 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 5 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2
下田男計 2 0 0 2 2 1 0 0 0 0 1 6 1 2 2 1 1 2 1 1 1 0 1 0 0 0 7

南伊豆男計 0 2 0 0 0 0 0 2 0 0 3 5 1 0 4 1 3 0 2 0 0 2 0 0 0 0 5
松崎男計 3 1 2 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 2 1 3 0 0 1 0 1 2 0 0
西伊豆男計 1 1 0 3 0 1 1 0 0 0 0 3 3 0 1 0 3 0 0 0 1 1 0 0 1 1 3
男計 10 5 5 13 2 5 2 3 1 1 9 20 7 4 8 6 15 5 10 1 3 4 1 1 3 2 21

東伊豆女計 0 0 0 2 4 1 0 2 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3
河津女計 0 0 0 4 6 1 4 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 1 1 2
下田女計 0 1 0 8 2 0 2 3 0 0 2 9 0 0 4 3 0 0 2 0 0 0 3 0 2 5 5
南伊豆女計 0 0 0 4 2 1 1 0 1 1 1 2 1 0 1 1 0 0 3 1 0 0 0 2 0 3 9
松崎女計 1 0 1 5 2 0 0 0 3 0 2 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 3 0 0 1 2
西伊豆女計 0 0 0 3 1 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 4 0 0 0 1 0 0 0 4
女計 1 1 1 26 17 3 7 7 7 3 7 13 1 0 5 6 0 1 16 1 0 3 5 2 3 10 25

東伊豆男計 2 0 1 6 4 2 1 2 0 0 1 3 0 1 5 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 5
河津男計 3 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 0 2 1 1 0 2 0 0 1 0 0 0 2
下田男計 1 0 0 5 2 1 0 0 0 0 0 3 0 0 7 1 0 2 2 0 0 1 4 0 0 0 7

南伊豆男計 1 4 0 3 0 1 0 1 0 0 1 2 1 0 11 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0
松崎男計 3 1 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 1 3 0 0 0 0 1 0 0 2
西伊豆男計 0 1 0 4 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 2 0 0 1 5
男計 10 6 4 22 6 4 1 3 0 0 3 11 4 2 25 7 2 4 7 4 1 1 7 1 1 1 21

あると思う
東伊豆女 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 4 3 0 0 0 4 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 3
河津女 0 0 0 0 2 0 6 0 0 4 0 0 0 0 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0
下田女 0 0 0 4 1 0 3 2 2 3 7 9 0 0 0 4 0 0 3 0 0 1 0 0 0 1 1
南伊豆女 0 0 0 0 0 0 0 0 6 5 4 1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
松崎女 0 0 0 0 0 0 1 0 4 2 2 1 0 0 0 2 1 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0
西伊豆女 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 3 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 1 1 0 0 2
計 0 0 1 4 3 0 11 2 17 15 18 17 0 0 0 13 2 1 14 1 1 2 1 1 0 1 6

あると思う
東伊豆男 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

河津男 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
下田男 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 5 3 0 2 2 7 4 3 1 2 1 0 0 0 0 3
南伊豆男 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 2 1 3 0 2 0 0 2 0 0 0 0 1
松崎男 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 1 0 1 0 0 1

西伊豆男 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
計 1 4 0 5 2 1 0 0 0 0 5 11 9 0 5 4 19 7 8 1 2 4 0 1 1 0 8

ないと思う

河津女 0 0 0 1 0 2 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 2
下田女 0 0 0 1 0 3 0 2 0 0 3 1 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 4
南伊豆女 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 3 5
松崎女 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2
西伊豆女 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 4
集計 0 0 0 3 0 7 2 6 0 2 5 3 0 0 0 1 2 0 13 0 0 0 0 0 0 5 17

東伊豆男 1 0 1 4 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
河津男 3 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
下田男 4 1 0 1 2 3 0 0 0 0 2 1 0 2 4 1 1 0 0 2 0 0 1 0 0 0 10
南伊豆男 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
松崎男 3 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
西伊豆男 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 3
集計 11 2 5 8 2 6 1 2 0 0 4 7 0 4 8 2 4 0 1 2 1 1 1 0 0 2 20

その仕事は具体的にどんな名前の職業ですか？

もしもの話です。あなたの好きなことが賀茂地域で将来仕事になるとしたら、それはどんなことだといいですか？
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職業まとめ中学生

野球
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ション
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士

看護
師

医療
系

飲食
系

一次
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係
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系
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員
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築、
建設
系
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系

ユー
チュ
ー
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関係 地元 自然
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を継
ぐ

カメラ
マン

絵を
描く
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他

東伊豆女 1 3 7 1 4 2 7 3 1 3 2 7
河津女 3 1 2 1 3 3 4 1 1 2 8
下田女 2 1 7 2 3 7 2 4 7 1 2 1 1 10
南伊豆女 1 3 5 3 1 3 2 1 2 2 1
松崎女 5 1 2 2 2 1 1 1 1 7
西伊豆女 1 3 1 3 1 4 3 1 2 1 1 3
集計 0 0 0 7 0 8 28 6 15 16 21 18 2 12 9 4 2 3 36

東伊豆男 5 2 1 1 1 1 4 1 2 3 2 1 3 11
河津男 1 1 1 1 1 2 2 2 1 2 1 1 1 10
下田男 2 7 3 1 1 8 1 3 2 4 13 2 1 2 2 24
南伊豆男 3 1 2 1 2 1 1 4 8 1 1 6
松崎男 1 2 1 2 1 1 2 1 3 10
西伊豆男 2 2 3 2 3 1 1 4
集計 1 0 3 20 1 7 2 2 4 2 7 17 5 9 11 12 27 11 2 2 2 0 2 0 0 0 65

あると思う
東伊豆女 1 4 2 5 2 1 3 1 1
河津女 1 1 3 2 4 1 1 1 3
下田女 1 6 1 3 7 2 4 6 1 2 1 1 3
南伊豆女 3 3 1 3 1 1 2 1
松崎女 2 1 2 1 1 1 1
西伊豆女 1 3 1 4 3 1 1 1
集計 0 0 0 1 0 0 14 1 15 16 17 14 0 0 1 10 9 3 1 0 0 0 0 0 2 2 8

東伊豆男 1 1 1 3 1 1 3 7
河津男 1 1 3 2 4 1 1 1 3
下田男 1 1 6 1 2 12 2 1 1 6
南伊豆男 1 2 1 2 1 2 7 1 1 4
松崎男 1 2 1 2 1 3 1
西伊豆男 1 2 1 2
集計 0 0 0 4 0 1 1 0 5 4 7 16 3 1 0 7 24 9 1 1 1 0 0 0 0 1 21

ないと思う
東伊豆女 1 3 6 1 2 1 1 6
河津女 3 2 1 1 5
下田女 1 1 1 1 1 7
南伊豆女 1 3 2 1 1 1
松崎女 3 1 2 1 1 6
西伊豆女 1 2 1 1 1 3
集計 0 0 0 6 0 8 14 5 0 0 4 4 0 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 0 1 2 28

東伊豆男 4 2 1 1 1 2 3 2 3
河津男 1 1 1 1 1 1 2 5
下田男 2 6 3 1 2 3 2 2 1 1 2 18
南伊豆男 2 1 1 2 1 2
松崎男 1 2 1 6
西伊豆男 1 2 2 1 1 1 3
集計 1 0 3 16 1 6 2 2 0 0 1 3 0 8 11 6 3 1 0 1 1 0 2 0 0 0 37

河津女 0 0 0 1 0 2 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 2
下田女 0 0 0 1 0 3 0 2 0 0 3 1 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 4
南伊豆女 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 3 5
松崎女 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2
西伊豆女 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 4
集計 0 0 0 3 0 7 2 6 0 2 5 3 0 0 0 1 2 0 13 0 0 0 0 0 0 5 17

東伊豆男 1 0 1 4 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
河津男 3 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
下田男 4 1 0 1 2 3 0 0 0 0 2 1 0 2 4 1 1 0 0 2 0 0 1 0 0 0 10
南伊豆男 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
松崎男 3 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
西伊豆男 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 3
集計 11 2 5 8 2 6 1 2 0 0 4 7 0 4 8 2 4 0 1 2 1 1 1 0 0 2 20

その仕事は具体的にどんな名前の職業ですか？

もしもの話です。あなたの好きなことが賀茂地域で将来仕事になるとしたら、それはどんなことだといいですか？
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職業まとめ高校生
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下田女 1 2 3 4 14 10 3 2 16 6 2 1 1 18
松崎女 1 1 4 4 8 6 6 4 1 1 1 10
稲取女 1 1 5 5 3 5 3 6 1 1 2 1 1 10
南伊豆女 1 1 3
集計 0 0 0 3 0 2 11 12 15 25 19 14 0 17 7 2 4 0 41

下田男 1 3 1 4 1 1 1 3 8 5 2 3 1 7 11 2 1 2 2 45
松崎男 2 2 1 1 3 3 2 3 2 3 2 2 21
稲取男 2 1 2 5 5 2 1 5 1 1 18
南伊豆男 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 4
集計 1 1 0 9 1 5 1 3 2 7 17 15 5 9 1 9 15 11 1 0 4 4 2 0 0 0 88

あると思う

下田女 1 2 4 14 10 3 14 5 1 1 1 6
松崎女 3 6 6 6 3 1 1 1 4
稲取女 3 5 3 5 1 1 1 1 8
南伊豆女 1 2
集計 0 0 0 1 0 0 5 0 13 25 19 11 0 1 0 15 6 1 3 0 3 0 0 0 0 1 20

下田男 1 1 1 1 2 8 5 2 1 6 7 2 2 13
松崎男 1 1 3 2 1 2 3 1 2 9
稲取男 1 2 5 4 1 1 4 1 16
南伊豆男 1 1 2 1 2 1 1 4
集計 0 1 0 1 0 1 1 0 2 6 17 13 4 2 0 8 11 9 0 0 4 3 0 0 0 0 42

ないと思う

下田女 3 2 2 1 1 12
松崎女 1 1 1 4 2 1 5
稲取女 1 1 4 5 1 1 1 2
南伊豆女 1 1
集計 0 0 0 2 0 2 5 12 2 0 0 3 0 2 0 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 20

下田男 2 1 4 1 1 2 1 1 4 1 2 29
松崎男 2 2 1 1 3 1 11
稲取男 2 1 1 1 1 2
南伊豆男 1 2 1
集計 1 0 0 8 1 4 0 3 0 1 0 2 1 7 1 1 4 2 1 0 0 1 2 0 0 0 42

下田女 7 1 1 1 3 7 2 1 3 2 2 3 2 20
松崎女 4 1 1 4 1 1 5 2 1 1 2 1 12
稲取女 5 2 4 2 1 1 12
南伊豆女 1 1 3
集計 0 0 0 16 1 2 7 2 4 0 0 17 0 2 3 4 1 0 4 0 1 4 5 0 1 2 47

下田男 4 1 5 1 2 1 1 2 1 1 4 4 2 1 4 5 44
松崎男 1 3 12 1 1 1 3 2 2 1 1 2 3 12
稲取男 1 1 1 9 2 1 2 1 1 2 19
南伊豆男 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 4
集計 2 6 5 28 2 5 1 1 1 1 2 9 2 4 6 4 3 3 1 1 1 8 10 0 0 0 79

その仕事は具体的にどんな名前の職業ですか？

もしもの話です。あなたの好きなことが賀茂地域で将来仕事になるとしたら、それはどんなことだといいですか？
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資料編⑥一般向けアンケート用紙
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資料編⑦一般向けアンケート依頼文

令和元年 １２ 月 吉 日

 校長 殿 

 

 主体事業者：静岡県賀茂地域局 

                実施者：（一社）伊豆半島創造研究所

代表理事 田中豊

 

「賀茂地域住民アンケート調査委託事業」への協力について（お願い） 

 

拝啓 師走の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、県事業に格別のご理解とご

協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 この度も学生アンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうございます。 
さて、掲題の件ですが、静岡県では、学生アンケートの分析結果を一部公表し、賀茂地域の住人アン

ケートを行います。子どもたちの考え方や感じ方を受けて、大人はどんな捉え方をするのか調査分析し

ます。 

つきましては、下記の通り、貴校の生徒の保護者の方にも是非、このアンケートに答えていただきた

く、ご協力をお願いいたします。 

別添のアンケート用紙を生徒に配布、後日回収に何卒ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

敬具

 

記 
 

１・依頼期間  令和元年12月上旬～令和2年 1月 17日 

２・対象生徒  貴校の最高学年全生徒の家族 

           生徒１名に対し、２部のアンケート配布をお願いいたします。 
           回答は生徒のご家族のどなたでも構いません。 

該当者が２名いらっしゃらない場合等、事情に応じて貴校側で、各家庭の部数を調整

していただけると幸いです。 
回答可能な方が 3 名以上いらっしゃる場合、アンケートに表記された web アンケー

トの利用や配布場所での入手が可能です。 
３・回収日   令和2年 1月 17日を締切として各校に回収に伺います。 

           回答は必須ではなく、当日までに集まった物のみで構いません。 
          アンケートの集計の都合上、ある程度の回収があった場合、締切以前でも回収可

能な日をご連絡いただければ幸いです。 
４・アンケート 別紙のとおり 

５・受付事務  〒413-0502  静岡県下田市二丁目１２－１７ 

（一社）伊豆半島創造研究所 担当者 :山田・内田 

Tel 0558-36-4086 Fax 0558-36-4087  

日中不在時の携帯090-7676-1283（山田） 

メール info@izu-soken.com 

以上
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令和元年 １２ 月 吉 日

  区長    様 

 

                 （一社）伊豆半島創造研究所 

                            代表理事 田中豊 

                         

「賀茂地域住民アンケート調査委託事業」への協力について（お願い） 

 

拝啓 師走の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、当研究所の事業に格別のご

理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、当研究所では、静岡県賀茂地域局から標記の「賀茂地域住民アンケート調査委託事業」を受託

し、賀茂地域内の小６、中３、高３の児童生徒を対象としたアンケート及びその集計結果を踏まえた地

域住民アンケートを企画・実施いたします。既に、児童生徒対象のアンケート（対象者○名、回収率98%）

を実施し、現在、詳細分析中です。 

当研究所では、引き続き、児童生徒アンケートの分析結果を一部公表しながら、地域の住民の皆様を

対象にアンケートを行い、子どもたちの考え方や感じ方を受けて、地域の大人はどんな捉え方をするの

か、子どもたちの考えに、保護者の皆様や地域住民の皆様、大人の考え方がどのように作用しているの

か等について、調査・分析したいと考えております。 

つきましては、下記の通り、貴区在住の方にも是非、このアンケートに答えていただきたく、ご協力

をお願いいたします。 

別添のアンケート用紙を配布、後日回収に何卒ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

敬具

 

記 
 

１・依頼期間  令和元年12月 13日～令和2年1月 17日 

２・対象者   賀茂地域にお住まいの方 

３・回収日   令和2年 1月17日頃迄に回収に伺います。 

４・アンケート 別紙のとおり 

５・実施者   静岡県賀茂地域局 

６・受託者   （一社）伊豆半島創造研究所 

        〒413-0502  静岡県下田市二丁目１２－１７（下田商工会議所内） 

         担当者 : 山田・内田 

Tel 0558-36-4086 Fax 0558-36-4087  

日中不在時の携帯090-7676-1283（山田） 

メール izusouken@cap.ocn.ne.jp 

以上
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令和元年 12 月吉日

 

下田市 ○○○○様 

 

                             （一社）伊豆半島創造研究所 

                                  代表理事 田中豊 

 

アンケート配布及び回収に関する依頼書 

拝啓 師走の候、貴殿ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、当研究所の

事業に格別のご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、静岡県賀茂地域局より受託し、当研究所で実施しております「賀茂地域住民アンケ

ート調査委託事業」では、既に、児童生徒対象のアンケート（対象者○名、回収率98%）を実施し、

現在、詳細分析中です。 

当研究所では、引き続き、児童生徒アンケートの分析結果を一部公表しながら、地域の住民の皆

様を対象にアンケートを行い、子どもたちの考え方や感じ方を受けて、地域の大人はどんな捉え方

をするのか、子どもたちの考えに、保護者の皆様や地域住民の皆様、大人の考え方がどのように作

用しているのか等について、調査・分析したいと考えております。 

つきましては、下記の内容にて、市内各区を通じて、多くの住民の皆様のご回答を賜ります

よう、宜しくお取り計らいくださいますようお願いいたします。 

敬具 

 

記 

 
１・依頼期間  令和元年12月 13日～令和2年 1月 17日 

２・対象者   賀茂地域にお住まいの方 

３・回収日   令和2年 1月 17日頃迄に回収に伺います。 

４・アンケート 別紙のとおり 

５・実施者   静岡県賀茂地域局 

６・受託者   （一社）伊豆半島創造研究所 

        〒413-0502  静岡県下田市二丁目１２－１７（下田商工会議所内） 

         担当者 : 山田・内田 

Tel 0558-36-4086 Fax 0558-36-4087  

日中不在時の携帯090-7676-1283（山田） 

メール izusouken@cap.ocn.ne.jp 

以上
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令和元年 12 月吉日

 

商工会長様 

 

主体事業者：静岡県賀茂地域局 

                        実 施 者：（一社）伊豆半島創造研究所 

 

アンケート配布及び回収に関する依頼書 

拝啓 師走の候、貴殿ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は県事業に格別の

ご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、掲題の件ですが賀茂地域（下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆

町の1市 5町）では、先だって賀茂地域の小、中、高全校の最高学年の生徒を対象に行なっ

た、学生アンケートの分析結果を一部公表し、賀茂地域の住人アンケートを行います。子ど

もたちの考え方や感じ方を受けて、大人はどんな捉え方をするのか調査分析します。 

つきましては、下記の内容にて貴事業所の会員様より別添のアンケート用紙にご回答い

ただきたく、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

敬具 

 

記 

 
１・依頼期間  令和元年12月 13日～令和2年 1月 17日 

２・対象者   賀茂地域にお住まいの方 

３・回収日   令和2年 1月 17日頃迄に回収に伺います。 

４・アンケート 別紙のとおり 

５・受付事務  〒413-0502  静岡県下田市二丁目１２－１７ 

（一社）伊豆半島創造研究所 

         担当者 : 山田・内田 

Tel 0558-36-4086 Fax 0558-36-4087  

日中不在時の携帯090-7676-1283（山田） 

メール izusouken@cap.ocn.ne.jp 

以上
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資料編⑧
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資料編⑨新成人アンケート

ご成人おめでとうございます。アンケートにご協力をお願いします。
 

問 1 あなたの性別は 

 

 1. 男   2 .女   3 .無回答 

 

問 2 あなたの現在のお住まいはどこですか？ 

 

1. ○○○市・町内 2. 県内（市町名      ） 3. 県外（都道府県名      ）

 

問 3 あなたの現在の状況は？ 

 

1.  ○○○市・町内で働いている   2.  ○○○市・町外で働いている   3. 学生   

 

4. その他（     ） 

 

問 4 将来、○○○市・町内で生活したい、生活し続けたいと考えていますか？ 

 

1. はい  2. いいえ  3. わからない 

 

問 5 問 4 で 2 と 3 に回答した方にお尋ねします。その理由は？（複数回答可） 

 

1. 就職先  2. 住宅環境  3. 結婚・子育ての不安  4. 医療や福祉の不安  

5. 地震・津波の不安  6. 日常生活が不便  7. 人づきあい  8. 娯楽が少ない   

9. 地域コミュニティ（消防団、祭典等）のわずらわしさ  10. その他（     ） 
 

問 6 率直にお尋ねします。あなたは○○○市・町に魅力を感じていますか？ 

 



89

1. 感じている  2. 感じていない  3. わからない 

 

※ 現在の○○○市・町の状況や○○○市・町に対してのご意見などありましたら自由にお書き

ください。 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。みなさんのご活躍を期待しております。 

○○○市・町 ○○○○課 
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資料編⑩新成人アンケートまとめ

〇賀茂地域 新成人アンケート
１ 調査概要

２ 回答者属性 （実数）

（実数：()内は回答者数に対する回答比率）

調査期間 各市町の成人式実施日 サンプル数 521

対象者 賀茂地域の新成人 回答者数 289

誤差 5.8％ 回収率 55.4％

住まいの状況 賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

市町内
79 人

(27)

21 人

(34)

23 人

(27)
11 人(28)

12 人

(31)

2 人

(8)

10 人

(25)

県内他市町
62 人

(22)

8 人

(13)

13 人

(16)

10 人

(26)

11 人

(28)

7 人

(28)

13 人

(33)

県外
147 人

(51)

33 人

(53)

48 人

(57)

46 人

(18)

16 人

(41)

16 人

(64)

16 人

(40)

現在の状況 賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

市町内勤務
27 人

(9)

9 人

(15)

4 人

(5)

5 人

(13)

4 人

(10)

0 人

(0)

5 人

(13)

市町外勤務
48 人

(17)

5 人

(8)

15 人

(18)

9 人

(23)

6 人

(15)

5 人

(20)

8 人

(20)

学生
208 人

(72)

43 人

(69)

64 人

(76)

25 人

(64)

29 人

(74)

20 人

(80)

27 人

(68)

その他
6人

(2)

5 人

(8)

1 人

(1)

0 人

(0)

0 人

(0)

0 人

(0)

0 人

(0)

性別 賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

男性 149 人 33 人 43 人 25 人 22 人 8人 18 人

女性 139 人 29 人 41 人 14 人 17 人 16 人 22 人

無回答 1人 0人 0人 0人 0人 1人 0人
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〈参考：市町外の住まい内訳〉

３ アンケート結果

１ 「将来、市町内で生活したい、生活し続けたいと考えていますか」に対する回答

の状況

回答者のうち、「はい」は 23％となった。河津町、南伊豆町及び松崎町において

は、「はい」が「なし」を上回ったが、下田市及び西伊豆町は「なし」が上回った。

住まい 内訳 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町 合計
県内 東伊豆町 1 1

下田市 1 1 2
南伊豆町 1 1
沼津市 2 2 2 1 7
清水町 1 1 1 1 4
伊東市 1 1
三島市 3 1 2 2 8
伊豆の国市 1 1
御殿場市 1 1 2
熱海市 2 2 4
静岡市 4 2 3 1 2 8 20
焼津市 1 1
袋井市 1 1
磐田市 1 1
浜松市 2 1 1 4
無回答 2 1 3
合計 8 12 10 11 7 13 61

県外 北海道 1 1
山形県 1 1 2
茨城県 1 1
群馬県 1 1 2 1 5
埼玉県 3 9 1 2 1 16
千葉県 2 1 1 2 6
東京都 12 18 8 4 1 6 49
神奈川県 9 11 3 3 8 6 40
山梨県 1 1 1 1 4
愛知県 2 1 4 7
三重県 1 1
京都府 1 1
大阪府 2 1 3
兵庫県 1 1
広島県 1 1 2
香川県 1 1
沖縄県 1 1
無回答 1 1 2 2 6
合計 33 48 18 16 16 16 147
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（回答者数に対する回答比率）

２ 「市町内で生活し続けたくない」「わからない」と回答した方の理由

回答者のうち、「就職先」が 68％となり、河津町を除く１市４町においては、最

も多い回答となった。河津町においては、「地震・津波の不安」が最も多かった。

（回答者数に対する回答比率）

３ 「市町に魅力を感じていますか」に対する回答の状況

回答者のうち、「感じている」は 67％となり、１市５町において最も多かった。

（回答者数に対する回答比率）

賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

はい 23 23 19 39 26 32 10
いいえ 24 27 19 26 21 28 25

分からない 53 50 62 35 53 40 65

賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

就職先 68 74 83 3 85 50 82
住宅環境 12 12 5 10 26 10 15
結婚・子育ての不安 12 18 8 10 15 0 15
医療や福祉の不安 7 6 6 0 22 0 6
地震・津波の不安 13 10 5 17 30 5 18
日常生活が不便 18 16 13 10 33 30 18
人づきあい 6 6 2 3 15 0 12
娯楽が少ない 19 22 18 7 33 10 18
地域コミュニティの

わずらわしさ
4 6 2 0 15 5 0

その他 4 2 3 7 0 15 3

賀茂全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

感じている 67 68 67 80 56 76 60
感じていない 6 13 4 3 3 4 10
分からない 27 19 29 17 41 20 30


